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～穂波～
豊作の美しい景色
が　毎年続きます
ように

農業見聞 クロダ農園  黒田 創一朗さん
「野菜と世界を旅しよう」特集



　
今
回
の
役
員
改
選
で
、
新
た
に
組
合
長
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。
組
合

員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
保
険
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
各
地
で
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、
加
え
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
終
息
が
見
え
な
い
状
況
で
、
農
業
経
営

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
は
、
農
業
経
営
の
全
体
を
補
て
ん
す
る
﹁
収
入
保
険
﹂
と
従
来
の
﹁
農

業
共
済
﹂
の
二
つ
の
災
害
対
策
を
担
う
こ
と
で
、
幅
広
い
農
業
経
営
の
支

援
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、関
係
機
関・

団
体
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
農
業
保
険
制
度
の
普
及
・
定
着
に
努
め
る

と
と
も
に
、
様
々
な
リ
ス
ク
へ
の
〝
備
え
〟
の
重
要
性
に
つ
い
て
丁
寧
に

説
明
し
な
が
ら
、
普
及
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
信
頼
さ
れ
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
目
指
し
て
、
役
職
員
一
同
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

組合長理事

岡田　高大

組
合
長
就
任　
ご
挨
拶

第
18
回

通
常
総
代
会
開
催

全
議
案
可
決
承
認

　

５
月
29
日
に
第
18
回
通
常
総
代
会
を
開
催
。

　

議
長
に
小
寺
辰
夫
氏
（
福
井
市
）
を
選
任
し
提
案
し
た
全
議
案
が

原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︻
農
業
保
険
事
業
普
及
の
部
︼

▪
農
事
組
合
法
人	

フ
ァ
イ
ン
・
フ
ァ
ー
ム
・

　
　
し
も
な
か
（
福
井
市
）

▪
赤
尾　
嘉
則
（
小
浜
市
）

▪
有
限
会
社	

あ
わ
ら
農
楽
フ
ァ
ー
ム（
あ
わ
ら
市
）

▪
小
柳　
忠
敬
（
越
前
市
）

︻
農
機
具
共
済
の
部
︼

▪
齊
藤　
久
（
大
野
市
）

▪
農
事
組
合
法
人　
徳
分
田
農
園
（
坂
井
市
）

▪
株
式
会
社　
田
ん
ぼ
の
天
使
（
越
前
町
）

︻
基
礎
組
織
の
部
︼

〇
損
害
評
価
会
委
員

▪
渡
邉　
幸
雄
（
福
井
市
）

▪
改
藤　
助
右
衛
門
（
あ
わ
ら
市
）

▪
師
田　
克
之
（
越
前
市
）

▪
吉
岡　
靖
夫
（
お
お
い
町
）

︿
敬
称
略
﹀

事
業
推
進
功
績
者
表
彰

　
受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ま
で
す
。

第
18
回
通
常
総
代
会　
提
出
議
案

第
１
号
議
案　

	

令
和
２
年
度	

事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
並

び
に
不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

	

令
和
３
年
度	

事
業
計
画
及
び
業
務
収
支
予
算
書
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

	

令
和
３
年
度	

事
務
費
賦
課
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

	

共
済
連
絡
員
、
損
害
評
価
員
、
損
害
評
価
会
委
員

及
び
役
員
の
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　
役
員
退
任
慰
労
金
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　
特
別
積
立
金
取
崩
し
限
度
額
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　
余
裕
金
の
預
入
先
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

	

借
入
金
の
最
高
限
度
額
、
借
入
先
、
借
入
利
率
に
つ
い
て

第
９
号
議
案　
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

第
10
号
議
案　
事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
11
号
議
案　
損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
12
号
議
案　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

附
帯
決
議

―
訃 

報
―　

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
井
前
組
合
長
千
田
千
代
和
氏
が
令
和
３
年
４
月

22
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
人
は
平
成
27
年
か
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
井
の
組
合
長
に
就
任
し
、

農
業
の
発
展
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

１月の大雪で倒壊したハウス（勝山市） ６月の大雨で冠水した大豆（坂井市）

農業共済 引　受 支　払
引受戸数（戸） 引受数量 被害戸数（戸） 被害数量 支払共済金（千円）

水 稲 11,207 16,461 ha 232 128 ha 24,821
麦 371 2,668 ha 159 562 ha 22,190

家 畜 45 8,113 頭 45 （死廃） 182 頭 38,355（病傷）1,571 頭
な し 43 16 ha 34 12 ha 13,695
か き 48 14 ha 24 7 ha 1,123
う め 94 52 ha 16 6 ha 1,704
大 豆 126 785 ha 93 606 ha 86,579
そ ば 369 1,570 ha 61 225 ha 7,176
園 芸 施 設 985 3,839 棟 168 350 棟 68,426
建 物 21,752 34,184 棟 303 350 棟 97,359
農 機 具 1,015 5,117 台 97 132 台 24,909
保管中農作物補償 8 9,000 千円 0 0 円 0

計 36,063 － 1,232 － 386,337

＜事業実績＞

収入保険
引　受 支　払

引受戸数（戸） 基準収入金額（千円） 支払戸数（戸） 保険金等支払額（千円）
1,153 18,079,658 144 274,808

令
和
３
年
度
事
業
計
画

※（　）内は収入保険加入者を含む。

農業共済 計画規模 引受率

農作物
水稲 14,000 ha

（25,400）
54％
（97）

麦 1,750 ha
（5,000）

35％
（100）

家　畜 死廃 5,850 頭 98％
病傷 2,990 頭 97％

果　樹

ぶどう 2 ha
（5）

24％
（70）

なし 21 ha
（33）

35％
（55）

かき 14 ha
（18）

64％
（80）

うめ 51 ha
（128）

18％
（45）

農業共済 計画規模 引受率

畑作物
大豆 640 ha

（1,720）
34％
（92）

そば 1,080 ha
（3,140）

32％
（92）

園芸施設共済 4,985 棟 80％

任　意
建物 34,500 棟 36％
農機具 5,200 台 31％

保管中農産物補償 35,000 千円 0.3％

収入保険 1,300 戸 34％

＜事業計画＞

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
農
業
保
険
の
実
施
主

体
と
し
て
、﹁
収
入
保
険
﹂
と
﹁
農
業

共
済
﹂
の
二
つ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
担
い
、
国
の
農
業
災
害
対
策
の
基
幹

と
し
て
、
さ
ら
に
農
業
者
の
経
営
安
定

を
支
援
す
る
役
割
を
十
全
に
果
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
関
係
機
関
、
行
政
、
生
産
団
体
等
と

推
進
体
制
を
構
築
し
、
両
制
度
の
一
層

の
普
及
・
定
着
に
組
織
を
挙
げ
て
取
り

組
み
、
農
業
者
自
ら
が
リ
ス
ク
へ
備
え

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
広

げ
、〝
全
て
の
農
業
者
に
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
提
供
で
き
る
〟
体
制
を
築
き

ま
す
。

　
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
制
度
提

案
や
農
業
経
営
の
相
談
に
応
え
得
る
専

門
知
識
を
習
得
し
、資
質
向
上
を
図
り
、

支
援
事
業
や
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
活

動
を
実
践
す
る
こ
と
で
農
家
と
の
信
頼

関
係
を
強
固
な
も
の
と
し
、
事
業
を
展

開
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
組
合
運
営
の
中
期
計
画

に
基
づ
き
運
営
体
制
の
改
善
を
行
い
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
確
立
と
、

内
部
監
査
機
能
を
強
化
し
、
適
正
か
つ

効
率
的
で
健
全
な
業
務
運
営
を
行
い
ま

す
。

令
和
２
年
度
事
業
実
績

基
本
方
針

議長
小寺　辰夫	氏

23



総　
代

〈
任
期
〉

　
令
和
３
年
４
月
～
３
年
間

　
１
２
０
名
の
皆
さ
ま
が
就

任
。
総
代
会
に
て
事
業
計
画

や
予
算
を
は
じ
め
組
合
運
営

の
重
要
な
審
議
を
担
い
ま
す
。

―
福
井
市
―

飯
塚	

爲
田　
茂
治

東
今
泉	

北
川　
信
介

本
堂	

佐
々
木
英
治

下
六
条	

佐
藤　
紀
明

島
山
梨
子	

豊
岡　
敏
広

寮	

天
谷　
真
之

重
立	

小
寺　
辰
夫

波
寄	

長
谷
川
忠
夫

浜
住	

石
森　
忠
一

篠
尾	

田
村　
英
司

安
波
賀
中
島	

吉
川　
　
孚

上
東
郷	

岩
崎　
真
次

三
郎
丸	

青
山
多
実
雄

二
日
市	

加
藤　
高
則

天
池	

伊
藤　
敏
夫

花
守	

四
方　
義
一

下
細
江	

野
路　
益
伸

北
山
新
保	

北
川　
一
男

福
島	

谷
口
善
一
郎

東
河
原	

小
林　
紀
雄

浜
北
山	

白
﨑　
善
三

笹
谷	

辻　
　
勝
弘

片
粕	

松
島　
幸
男

在
田	

朝
倉
伊
知
郎

―
大
野
市
―

太
田	

竹
内　
正
則

犬
山	

嶋
田　
康
博

阿
難
祖
領
家	

内
田　
啓
二

木
本
領
家	

小
北　
克
己

森
山	

齊
藤　
政
秀

中
休	

山
﨑　
逸
雄

森
目	

松
田　
哲
男

御
領	

伊
藤　
好
治

下
山
（
池
ヶ
島
）	

嶋　
　
光
義

―
勝
山
市
―

岡
横
江	

長
谷
川
敬
祐

浄
土
寺	

山
田　
安
信

松
田	

畑
中　
文
吾

東
野
上	

田
中　
昭
司

栗
林	

安
居　
英
治

嵭
崎	

斎
藤　
孝
幸

―
永
平
寺
町
―

松
岡
吉
野	

籔
内　
松
次

松
岡
兼
定
島	

筧　
　
紀
夫

京
善	

川
鰭　
英
世

花
谷	

河
野　
一
郎

大
月	

黒
田　
一
男

―
鯖
江
市
―

上
鯖
江	

田
中　
涼
一

定
次	

細
川　
　
裕

中
野
松
成	

堀　
　
克
行

別
所	

黒
田　
正
知

川
島	

竹
内　
武
美

―
越
前
市
―

富
永	

津
田　
寛
之

東
庄
境	

渡
辺　
昭
雄

横
住	

渡
辺　
　
栄

下
広
瀬	

畠
中　
崇
宏

庄	

片
岡　
健
三

高
木	
塚
﨑　
信
行

下
四
目	
桑
原　
　
誠

下
中
津
原	

谷
口　
正
彦

白
崎　

	

大
友　
　
享

戸
谷	

林　
　
隆
章

大
屋	

平
井　
　
博

徳
間	

玉
村　
嘉
男

丸
岡	

山
腰　
守
夫

―
池
田
町
―

常
安	

佐
飛　
　
正

板
垣	

前
田　
泰
郎

寺
谷	

山
本　
　
登

―
南
越
前
町
―

下
牧
谷	

宮
地　
勝
春

燧	

野
村　
義
行

赤
萩	

江
端　
一
郎

―
越
前
町
―

岩
開	

平
井　
勝
治

気
比
庄	

丹
尾
弥
三
左
ヱ
門

小
倉	

樋
村　
昌
宏

小
曽
原	

木
原
嘉
左
ヱ
門

円
満	

河
合　
利
満

梅
浦	

長
谷　
範
幸

岩
倉	

佐
々
木
勝
行

―
あ
わ
ら
市
―

下
番	

藤
野　
雄
次

北
潟
西	

長
田　
耕
治

新
役
員

〈
任
期
〉

　
令
和
３
年
６
月
～
３
年
間

　
理
事
は
執
行
機
関
と
し
て
、
組
合
の
運
営
方
針
な

ど
を
策
定
し
ま
す
。
監
事
は
監
査
機
関
と
し
て
、
組

合
の
財
産
及
び
業
務
執
行
の
状
況
を
監
査
し
ま
す
。

組
合
長
理
事	

岡
田　

高
大
（
新
任
）

専
務
理
事	

坂
田　

和
洋
（
再
任
）

業
務
担
当
理
事	

白
﨑　

逸
朗
（
再
任
）

理　
　

事	

松
崎　

晃
治
（
新
任
）

理　
　

事	

奈
良　

俊
幸
（
再
任
）

理　
　

事	

坂
本　

憲
男
（
再
任
）

理　
　

事	

寺
井　

由
治
（
新
任
）

理　
　

事	

瀬
戸
川
善
一
（
新
任
）

理　
　

事	

田
中　

正
志
（
新
任
）

理　
　

事	

森
塚
美
智
子
（
新
任
）

代
表
監
事	

石
山　

志
保
（
新
任
）

監　
　

事	

増
田　

仁
視
（
再
任
）

（
敬
称
略
）

　
農
家
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
取
組
み
と
地
域
へ

の
貢
献
を
目
的
に
12
の
主
要
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

12
の
主
要
事
業

制
度
適
正
化
事
業

　
・
水
稲
基
準
単
収
改
定
事
業

共
済
加
入
推
進
事
業

　
・
引
受
総
合
対
策
事
業

　
・
任
意
共
済
引
受
拡
大
事
業

損
害
防
止
事
業

　
・		

園
芸
施
設
耐
久
性
向
上
支
援
事
業

　
・
鳥
獣
害
対
策
事
業

地
域
支
援
事
業

　
・
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
支
援
事
業

　
・
担
い
手
支
援
対
策
事
業

　
・
ほ
な
み
女
性
の
会
組
織
強
化
対
策
事
業

　
・
肉
用
牛
繁
殖
管
理
支
援
事
業

広
報
活
動
事
業

　
・
広
報
メ
デ
ィ
ア
活
用
強
化
事
業

組
織
強
化
対
策
事
業　

　
・
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
モ
ニ
タ
ー
事
業	

新
規

　
　

	

モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
意
見
、
要
望
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
・
業
務
継
続
体
制
整
備
事
業	

新
規

　
　

	

非
常
災
害
時
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

主
要
事
業

損
害
防
止
事
業

　

頻
発
す
る
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
に
備
え

て
、被
害
の
未
然
防
止
と
軽
減
を
図
り
ま
す
。

園
芸
施
設
耐
久
性
向
上
支
援
事
業

　
園
芸
施
設
の
災
害
未
然
防
止
、
軽
減
の
た

め
被
覆
材
の
強
化
、
施
設
補
強
に
係
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
・		

被
覆
の
一
棟
全
面
張
替
ま
た
は
、
部
分

全
面
張
替
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助

成

　
・
施
設
補
強
費
用
の
一
部
助
成

鳥
獣
害
対
策
事
業

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
防
止

の
た
め
の
防
護
施
設
費
用
の
一
部
を
助
成

し
、
被
害
発
生
頻
度
の
高
い
地
域
に
現
地
指

導
や
カ
メ
ラ
撮
影
に
よ
る
個
体
監
視
を
モ
デ

ル
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
・		

市
町
が
助
成
す
る
鳥
獣
害
対
策
の
費
用

一
部
助
成

　
　
（
受
益
者
負
担
の
８
％
以
内
）

　
・
現
地
指
導

　
・
カ
メ
ラ
に
よ
る
個
体
監
視

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
支
援
事
業

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
固
定
基
地
局
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
（
自
動
操
舵
）
の
普
及
促
進
を
関
係

機
関
と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。
説
明
会
や

実
演
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
農
機
メ
ー
カ
ー

と
連
携
し
、
農
業
者
と
の
各
種
契
約
を
行
い

ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
井
は
県
内
全
域
を
カ
バ
ー

す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
固
定
基
地
局
（
Ｎ
ｔ
ｒ
ｉ
ｐ
方

式
）
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
基
地
局
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
個
別
に
移
動
基
地
局
を
設

置
す
る
こ
と
な
く
、
高
い
精
度
で
農
機
の
自

動
操
舵
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

■	

Ｇ
Ｐ
Ｓ
固
定
基
地
局
を
使
用
す
る
場
合
に

必
要
な
も
の

■	

基
地
局
を
利
用
す
る
に
は
ラ
イ
セ
ン
ス
登

録
と
利
用
料
等
が
必
要
に
な
り
ま
す

・
利
用
料　
２
６
、４
０
０
円
／
年
（
税
込
）

・
初
期
登
録
手
数
料　
２
、２
０
０
円
（
税
込
）

■		

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
グ

ル
ー
プ
ま
で

注目

自動操舵
対応農機

固定基地局
使用ライセンス

アンドロイド
スマートフォン

＋

＋

基
地
局
専
用（
月
３
Ｇ
Ｂ
程
度
）の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

（基地局から発信する「補正情報」を利用します）

補正情報配信システム で、GNSSガイダンス
システム＆自動操舵システム利用時の作業精
度が高まります！

理事
寺井　由治

理事
瀬戸川　善一

理事
森塚　美智子

理事
田中　正志
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千
束	

川
野　
　
晃

池
口	

伊
藤　
政
幸

権
世
市
野
々	

宇
城　
重
雄

橋
屋	

岩
井　
信
吾

―
坂
井
市
―

加
戸
東	
小
玉　
裕
章

新
保	

川
合　
芳
彦

竹
松	

中
川　
寛
二

友
末	

秋
田　
　
実

八
丁	

北
嶋　
正
人

高
瀬	

西
出　
憲
夫

一
本
田	

瀬
戸
康
次
郎

山
久
保	

久
保
田
義
治

沖
布
目	

田
中　
淳
一

藤
鷲
塚	

笠
松　
正
喜

宮
領	

小
中　
賢
一

島
田	

友
田　
邦
男

市	

野
村　
潮
司

木
部
東	

伊
藤　
浩
一

―
敦
賀
市
―

沓
見	

川
端　
孝
夫

五
幡	

山
畑　
研
三

山
泉	

槻
木　
正
始

野
坂	

笹
山　
和
茂

―
小
浜
市
―

高
塚	

武
内　
喜
一

本
保	

河
原　
　
勝

平
野	

谷
口　
義
一

尾
崎	

辻　
　
正
人

上
加
斗	

土
井　
幸
徳

―
美
浜
町
―

大
薮	

浅
妻　
勝
美

新
庄	

高
木　
貞
夫

興
道
寺	

木
村　
誠
一

―
高
浜
町
―

車
持	

村
松　
明
芳

小
和
田	

一
瀬　
英
薫

鎌
倉	

児
玉　
　
肇

―
お
お
い
町
―

名
田
庄
下	

森　
　
和
哉

佐
畑	

柳
原　
邦
雄

岡
田	

松
宮　
正
宏

長
井	

徳
庄　
継
夫

―
若
狭
町
―

倉
見	

増
井　
清
文

藤
井	
常
田　
清
和

伊
良
積	
熊
谷　
　
守

大
鳥
羽	
市
川　
　
昇

神
谷	

百
田　
正
三

上
野
木	

清
水　
正
夫

（
敬
称
略
）

損
害
評
価
員

〈
任
期
〉

　
令
和
３
年
４
月
～
３
年
間

　
２
０
０
名
の
皆
さ
ま
が
就

任
。
共
済
事
故
の
現
地
損
害

評
価
を
担
い
ま
す
。

―
福
井
市
―

角
折	

西
川　
善
一

下
馬	

前
川　
秀
人

和
田
中
西	

佐
々
木　
明

下
中	

武
澤　
義
明

開
発	

三
谷　
和
弘

丸
山	

浅
野　
進
一

久
喜
津	

河
野　
善
司

北
南
居	

市
村　
武
男

末	

野
村　
定
好

下
一
光	
西
山　
利
一

大
町
別
所	
増
永　
裕
信

北
楢
原	

山
本　
　
悟

江
上	

中
川　
義
忠

大
丹
生
北	

藤
田　
和
男

殿
下	

森
永　
律
男

上
中	

安
野　
光
博

西
別
所	

渡
辺　
政
幸

水
切	

林　
　
義
信

布
施
田	

自
閑　
史
吉

木
米	

西
藪
喜
代
士

石
新
保	

杉
田　
和
一

南
菅
生	

岩
田　
謙
二

篠
尾	

中　
　
聡
彦

西
新	

上
野　
哲
夫

東
郷
中
島	

金
井　
　
忍

赤
坂	

羽
田　
傳
榮

三
郎
丸	

青
山　
敏
夫

出
村	

黒
田
紀
志
雄

寺
前	

𠮷
川　
栄
一

川
合
鷲
塚	

加
藤
久
明
男

天
池	

伊
藤　
敏
夫

三
十
八
社	

前
田　
　
隆

真
木	

鈴
木
吉
右
エ
門

上
河
北	

川
端　
智
雄

岩
倉	

笠
原　
英
夫

市
波	

辻
本　
　
勉

西
中	

山
崎　
治
和

野
波	

銅　
　
重
信

南
野
津
又	

清
水　
重
勝

東
河
原	

小
林　
紀
雄

居
倉	

藤
上　
孫
介

平
尾	

南　
　
康
男

三
留	

宮
下　
政
道

清
水
山
上	

谷
口　
新
悟

―
大
野
市
―

上
中
野	

鈴
木　
庄
信

南
新
在
家	

坪
内　
勝
美

上
丁	

佐
々
木
勝
男

阿
難
祖
領
家	

内
田　
啓
二

上
荒
井	

清
水　
清
治

上
五
条
方	
建
石　
正
治

北
御
門	
山
田　
修
次

榎	

松
田　
裕
二

上
野	

三
嶋　
信
治

富
塚	

川
田　
利
美

石
谷	

前
川　
良
明

堂
島	

村
上　
　
巖

川
合	

加
藤　
和
徳

―
勝
山
市
―

岡
横
江	

長
谷
川
敬
祐

猪
野
口	

廣
瀬　
介
治

黒
原	

酒
井　
　
勝

竹
林	

内
田　
東
市

清
水
島	

水
田　
伸
一

北
新
在
家	

坂
上　
信
雄

東
野
下	

石
川　
義
仁

北
西
俣	

松
村
勘
兵
衛

嵭
崎	

斎
藤　
孝
幸

北
六
呂
師	

田
畑　
祐
治

―
永
平
寺
町
―

松
岡
吉
野
堺	

新
町　
幹
夫

松
岡
下
合
月	

藤　
　
善
一

松
岡
室
一	

江
守　
正
雄

諏
訪
間	

坪
川　
三
洋

大
月	

黒
田　
一
男

野
中	

朝
井　
俊
憲

―
鯖
江
市
―

長
泉
寺	

熊
野　
敬
三

新	

福
岡　
理
一

水
落
上	

山
本　
　
進

別
所	

杉
本　
敏
行

糺	

笠
島　
正
美

田
村	

高
田　
信
男

和
田	

高
棹　
勝
廣

戸
口	

水
嶋　
和
夫

西
袋	

多
田　
孝
信

―
越
前
市
―

西
樫
尾	

永
木　
良
和

新
在
家	

高
野　
吉
宏

中
津
山	

山
田　
博
夫

赤
坂	

山
田　
睦
夫

室
谷	

武
安　
　
巌

平
出	

関　
　
正
明

妙
法
寺	

青
木　
源
久

上
広
瀬	

仲
野　
　
隆

池
ノ
上	

青
木　
達
夫

西
家
久	

竹
内　
泰
一

村
国	

堀
井　
栄
一

大
虫	

高
橋　
敏
之

上
太
田	

大
久
保
栄
一

中
津
原	

小
泉　
茂
生

四
郎
丸	

齊
藤　
　
但

三
ツ
屋	

納
村　
正
博

小
野
谷	

杉
本　
敬
一

池
泉	

橋
詰　
實
雄

上
黒
川	

稲
葉　
　
洋

―
池
田
町
―

稲
荷	

長
尾　
伸
二

谷
口	

山
内　
　
修

水
海	

上
山　
正
勝

―
南
越
前
町
―

東
谷	

田
中　
広
明

中
小
屋	

植
村　
功
吉

鯖
波	

笛
吹　
　
巧

八
乙
女	

細
川　
　
進

下
新
道	

田
嶋　
秀
夫

八
飯	

野
﨑　
和
彦

赤
萩	

橋
爪
由
貴
哉

末
政	

中
瀬　
輝
雄

一
本
田
福
所	

本
田　
利
雄

舟
寄
３
区	

森　
　
勝
義

吉
政	

松
村　
寛
治

小
黒	

増
江　
栄
一

里
竹
田	

宮
嵜　
政
司

沖
布
目	

田
中　
正
信

中
庄	

佐
藤　
俊
一

姫
王	

末
永　
慶
一

上
小
森	

野
坂　
康
雄

福
島	

田
中　
利
男

五
本	

水
野　
陽
一

大
味
中	

田
崎　
勝
美

西
（
兵
庫
）	

飛
田　
俊
朗

清
永	

白
﨑　
修
身

折
戸	

正
藤
左
エ
門

―
敦
賀
市
―

津
内	

木
村　
勝
裕

原	

山
口　
総
直

縄
間	

西
野　
　
耕

五
幡	

村
中　
勝
美

山
泉	

前
田　
敏
晴

莇
生
野	

橋
本　
好
夫

―
小
浜
市
―

若
狭	

今
井　
誠
一

高
塚	

中
川　
重
泰

太
良
庄	

兼
田　
純
男

本
保	

清
水　
正
彦

新
保	

松
室　
博
之

門
前	

田
谷　
　
茂

生
守	

池
田　
雅
史

下
田	

東　
　
清
俊

岡
津	

松
井　
一
雄

―
美
浜
町
―

久
々
子	

繁
田　
幸
男

野
口	

森
田　
定
雄

北
田	

桃
井　
和
幸

―
高
浜
町
―

薗
部	

武
田
登
己
男

子
生	

吉
本　
恒
雄

車
持	

一
瀬　
達
男

―
お
お
い
町
―

名
田
庄
挙
野	

田
中　
久
博

名
田
庄
秋
和	

上
馬　
清
隆

笹
谷	

渡
邉　
順
治

岡
田	

小
原　
好
一

本
郷
６
区	

猿
橋　
繁
好

―
若
狭
町
―

倉
見	

増
井　
清
文

上
野	

石
井　
謹
吾

横
渡	

大
塩　
秀
一

井
崎	

渡
辺　
政
一

岩
屋	

吉
田　
清
隆

北
前
川	

小
堀　
隆
幸

切
追	

田
多　
　
悟

伊
良
積	

熊
谷　
　
守

伊
良
積	

田
辺　
昌
男

海
士
坂	

竹
内　
成
子

南	

東　
　
幹
夫

末
野	

宮
本　
忠
寿

三
宅	

玉
井　
　
実

天
徳
寺	

三
木　
　
茂

天
徳
寺	

尾
崎　
晃
一

神
谷	

深
川　
寛
朗

堤	

井
上　
秀
司

（
敬
称
略
）

損
害
評
価
会
委
員

〈
任
期
〉

　
令
和
３
年
６
月
～
３
年
間

　

60
名
の
皆
さ
ま
が
就
任
。

共
済
事
故
の
損
害
評
価
に
係

る
県
全
体
の
均
衡
を
図
る
た

め
の
抜
取
調
査
を
行
い
、
損

害
の
未
然
防
止
及
び
認
定
に

関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て

調
査
・
審
議
を
担
い
ま
す
。

―
福
井
市
―

本
堂	

横
山　
　
忍

北
野
上	

野
路　
俊
勝

荒
谷	

谷
口　
　
礎

小
幡	

浅
川　
健
次

篠
尾	

野
田
守
之
丞

高
屋	

中
島　
千
秋

下
河
北	

勝
田　
英
郎

品
ヶ
瀬	

宮
﨑　
勝
裕

片
山
上	

戸
田　
久
和

坪
谷	

奥
村　
　
修

―
大
野
市
―

太
田	

竹
内　
正
則

稲
郷	

猪
野　
則
夫

萩
ケ
野	

尾
澤　
宏
朗

―
勝
山
市
―

小
矢
谷	

松
本　
忠
司

北
野
津
又	

山
本　
清
隆

妙
金
島	

齊
藤　
輝
夫

―
永
平
寺
町
―

松
岡
吉
野	

上
野　
正
二

藤
巻	

南
部　
　
哲

―
鯖
江
市
―

出
口	

近
藤　
章
六

熊
田	

佐
々
木
寿
尚

―
越
前
市
―

西
樫
尾	

上
田
治
三
男

北	

上
嶋　
善
一

千
合
谷	

坂
井　
諭
一

―
池
田
町
―

東
俣	

山
本　
　
弘

―
南
越
前
町
―

関
ケ
鼻	

澤
崎　
輝
男

古
木	

坂
下　
正
晴

大
良	

松
本　
　
優

―
越
前
町
―

気
比
庄	

青
山　
武
男

蝉
口	

木
村　
　
繁

細
野	

伊
部　
孝
幸

―
あ
わ
ら
市
―

番
田	

橘　
　
則
雄

中
浜	

田
崎　
正
實

桑
原	

中
本　
祐
二

北
疋
田	

東
屋　
邦
輔

柿
原	

山
口　
義
雄

―
坂
井
市
―

加
戸
東	

平
嶋　
康
一

油
屋	

北　
　
正
治

末
政	

岩
﨑　
雄
二

伏
屋	

林　
　
哲
夫

田
端	

西
端
孝
一
郎

正
蓮
花	

渡
邉　
雅
彦

田
島	

古
屋
敷
一
夫

大
畑	

瓦　
　
惣
一

蛸	

矢
村　
賢
司

―
敦
賀
市
―

沓
見	

川
端　
孝
夫

―
小
浜
市
―

谷
田
部	
田
中　
政
喜

―
美
浜
町
―

新
庄	

高
木
多
喜
雄

―
高
浜
町
―

子
生	

丸
田　
　
優

―
お
お
い
町
―

名
田
庄
虫
鹿
野	

治
部　
　
猛

―
若
狭
町
―

岩
屋	

瀬
尾　
佳
彦

向
笠	

中
西　
和
彦

田
井
野	

赤
尾　
善
司

脇
袋	

中
村　
嘉
幸

―
充
て
職
―

	

佐
藤　
智
之

	

渡
邉　
紀
子

	

谷
村　
英
俊

	

野
﨑　
　
直

	

三
輪　
直
邦

	

青
木　
又
麿

	

山
脇　
俊
一

（
敬
称
略
）

―
越
前
町
―

田
中	

笠
原　
義
和

乙
坂	

清
水　
則
雄

金
谷	

吉
田　
義
広

下
糸
生	

古
﨑　
新
治

小
曽
原	

木
原
嘉
左
ヱ
門

八
田	

齋
藤　
　
稔

梅
浦	

長
谷　
範
幸

平
等	

平
沢　
正
淨

桜
谷	

伊
藤
喜
代
数

―
あ
わ
ら
市
―

重
義	

竹
内　
孝
輔

中
番	

藤
井　
　
彰

河
間	

吉
江　
孝
行

赤
尾	

坪
田　
了
一

波
松	

寺
崎　
清
視

古	

舘　
　
　
進

菅
野	

山
口　
雅
夫

池
口	

堀
川　
憲
男

熊
坂	

竜
田　
　
誠

東
山	

北　
　
廣
見

宮
谷	

堀
川　
博
司

沢	

田
畑　
義
雄

―
坂
井
市
―

加
戸
西	

加
藤　
嘉
規

池
上	

齊
藤　
武
美

玉
江	

南
出　
正
晴

池
見	

大
嶋　
裕
一

米
納
津	

石
丸
治
左
エ
門

楽
間	

荒
井　
利
男

熊
堂	

大
西　
雄
幸

今
市	

伊
東　
範
雄

四
ツ
柳	

大
川　
勝
利
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株式会社　農園たや〈福井市〉
自然、地球と「共に生きる」

　
福
井
市
高
屋
町
の
ハ
ウ
ス
１・６
㌶
、
露
地
１
㌶
か
ら

な
る
農
園
た
や
で
は
「
共
に
生
き
る
」
を
考
え
、
農
地
に

住
む
微
生
物
や
虫
に
配
慮
し
た
土
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
市
場
か
ら
出
る
有
機
物
を

た
い
肥
に
し
て
、
50
種
類
の
野
菜
を
輪
作
・
混
作
す
る
こ

と
で
、
豊
か
な
土
壌
を
育
み
、
野
菜
本
来
の
味
を
引
き
出

し
て
い
ま
す
。
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
や
ル
ッ
コ
ラ
は
レ
ス
ト
ラ

ン
へ
の
直
売
も
多
い
農
園
た
や
の
看
板
野
菜
で
「
葉
が
肉

厚
で
、
香
り
が
良
い
」
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
野
菜
は
直
売
が
多
く
、
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
通
信

販
売
も
あ
り
ま
す
。野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
を
宅
配
す
る「
野

菜
お
ま
か
せ
便
」
は
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、
注
文
が
２
倍
に

増
え
て
い
ま
す
。

　
同
封
し
て
い
る
お
品
書
き
は
4
月
に
野
菜
を
俳
句
の
季

語
と
し
て
紹
介
す
る
〝
歳
時
記
〞
風
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
ま
し
た
。
お
品
書
き
で
は
、
農
園
の
様
子
や
食
べ
方
、

野
菜
の
俳
句
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
「
農
園
た
や
の
キ
ッ
チ
ン
」
で

は
１
６
０
の
レ
シ
ピ
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
菜
の
俳

句
や
レ
シ
ピ
を
通
じ
て
、
誰
も
が
交
流
が
で
き
る
仕
組
み

が
あ
り
ま
す
。

　
「
地
域
の
問
題
も
地
球
規
模
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
外

国
人
と
の
共
生
と
共
働
に
よ
っ
て
日
本
と
海
外
の
新
し
い
社

会
を
築
く
視
点
が
重
要
で
す
」
と
代
表
取
締
役
の
田
谷
徹

さ
ん
。
田
谷
さ
ん
は
３
年
間
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
青
年
海
外
協

力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
た
経
験
が
あ
り
、
共
に
発
展
し

て
い
け
る
よ
う
に
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
農
業
研
修
生

を
受
け
入
れ
る
事
業
を
２
０
０
８
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
、
２
名
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
が

遅
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
、
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
受
け
入
れ
の
準
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

野菜の原産地クイズ　野菜と原産地をつなげてみましょう。（答えは 19 ページ）

ニンジン キャベツ みつば きゅうり じゃがいも ホウレンソウ オクラ ナス トマト
〈野菜〉

日本 インド 中東 ヨーロッパ アフリカ 南米〈原産地〉

モロヘイヤ
エジプト原産で、ヌメリがあ
り、葉や茎の柔らかいところ
を食べます。種子とサヤには
毒があり栽培には注意が必要
です。

パクチー（英名コリアンダー）
エジプトや地中海沿岸が原産
と言われています。独特の香
りに魅了されるファンもおり、
日本にはパクチー専門店もあ
ります。

つるむらさき
熱帯アジア原産で、茎やつる
が紫色のものがあり、ネバネ
バしたヌメリがあります。

ベビーリーフ
農園たやでは、通常６種類を
ミックスしています

野菜と
世界を旅しよう
スーパーマーケットや直売所では、様々な
野菜を手に入れることができます。
多くの野菜は海外から長い年月をかけて
渡来し、改良されてきました。
野菜の原産地や歴史を調べて、想像の旅を
膨らませてみませんか？
野菜生産現場を取材し、原産地を調べました。
（原産地についてはいくつかの説があります。）

日
本
原
産
と

　
言
わ
れ
て
い
る
野
菜

　
日
本
原
産
の
野
菜
は
、
少
な
く

20
種
類
ほ
ど
で
す
。

▪
独
活
（
ウ
ド
）

▪
芹　
（
セ
リ
）

▪
蕗　
（
フ
キ
）

▪
山
芋
（
自
然
薯
）

▪
茗
荷
（
ミ
ョ
ウ
ガ
）

▪
山
葵
（
ワ
サ
ビ
）

な
ど

空心菜（クウシンサイ）
熱帯アジア原産で、茎の中心
が空洞になっています。
インドネシアでは空心菜を炒
めた「カンクン　チャ」が定
番料理だそうです。

①
水
菜

　

日
本（
京
都
）原

産
で
、
昔
の
水
菜

は
１
株
３
㌔
ほ
ど

あ
る
大
株
で
し
た
。

②
ル
ッ
コ
ラ

　

地
中
海
沿
岸
が

原
産
で
、
土
づ
く

り
を
良
く
反
映
す

る
野
菜
で
す
。

③
タ
ー
サ
イ

　

中
国
原
産
で
丸

い
形
の
葉
が
特
徴

で
す
。

④  

赤
リ
ア
ス
マ
ス
タ
ー
ド

　
（
カ
ラ
シ
ナ
）

　

中
央
ア
ジ
ア
原

産
で
、
鼻
に
ぬ
け
る

辛
味
が
特
徴
で
す
。

⑥
デ
ト
ロ
イ
ド

　

ビ
ー
ツ
の
若
葉

の
こ
と
で
、
地
中

海
沿
岸
が
原
産
で

す
。

⑤
リ
ー
フ
レ
タ
ス

　

地
中
海
沿
岸
、

西
ア
ジ
ア
原
産
で

フ
リ
ル
状
の
葉
先

が
特
徴
で
す
。

空心菜を持つ田谷さん。夏場はかりゆしを着る
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農事組合法人
吉野ホタルの里ファーム〈永平寺町〉

水稲、小麦、ソバ＋野菜

鳴海　淳也 さん〈坂井市〉
夫婦で少量、多品目

　
農
事
組
合
法
人
吉
野
ホ
タ
ル
の
里
フ
ァ
ー
ム
で

は
２
０
１
５
年
に
ハ
ウ
ス
４
棟
を
建
て
、
園
芸
を

始
め
ま
し
た
。
現
在
は
水
田
で
の
水
稲
、小
麦（
県

大
３
号
）
ソ
バ
の
作
付
け
の
ほ
か
、
ハ
ウ
ス
18
㌃

と
露
地
60
㌃
で
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
折
菜
、
オ
ク

ラ
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
野
菜
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
野
菜
は
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
「
永

平
寺
四
季
食
彩
館
れ
ん
げ
の
里
」
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

　
園
芸
担
当
理
事
の
小
林
聡
宏
さ
ん
は
「
直
売
所

で
出
す
野
菜
は
、
ほ
か
の
人
と
重
な
ら
な
い
よ
う

に
、
収
穫
時
期
を
ず
ら
し
た
り
、
珍
し
い
品
目
を

生
産
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
さ
ん
が
い
る
折
菜
は
通
年
で

販
売
で
き
る
よ
う
に
、
夏
は
菜
心
、
秋
は
オ
ー
タ

ム
ポ
エ
ム
、
冬
は
冬
華
と
い
う
品
種
に
切
り
替
え

て
い
ま
す
。
小
林
さ
ん
は
直
売
所
の
客
層
に
合
わ

せ
て
、
ニ
ー
ズ
の
あ
る
野
菜
を
出
す
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
「
自
然
の
中
で
子
育
て
を
す
る
環
境
に
影
響
を

受
け
て
、
な
る
べ
く
自
然
に
近
い
形
で
野
菜
を

作
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
鳴
海
淳
也
さ
ん
。
妻
の

百
合
子
さ
ん
と
露
地
１
㌶
と
ハ
ウ
ス
５
㌃
で
年
間

60
品
目
の
野
菜
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
有
機
肥
料

を
使
い
、
極
力
農
薬
を
使
わ
ず
、
品
目
に
よ
っ
て

は
無
化
学
農
薬
を
わ
ず
か
に
使
用
し
て
栽
培
し
て

い
ま
す
。
今
年
か
ら
ト
マ
ト
の
受
粉
に
は
小
さ
い

巣
箱
の
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
を
導
入
し
ま
し
た
。
野
菜

は
主
に
生
協
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
し
て
お

り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
「
野
菜
は
７
割
収
穫
で
き
れ
ば
い
い
方
で
す
。

リ
ス
ク
を
分
散
す
る
た
め
に
も
、
品
目
を
多
く
し

て
い
ま
す
。
営
農
ス
タ
イ
ル
は
コ
ス
ト
や
労
力
を

考
え
る
と
、
割
に
あ
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
求
め
る
野
菜
を
生
産
す
る

喜
び
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
の

で
、
幸
せ
な
生
き
方
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

スティックカリフラワー
カリフラワーの原産は地中海沿
岸と言われています。スティッ
ク状のカリフラワーは、日本の
種苗会社が開発しました。

カブ
中央アジアまたは、地中海沿
岸原産と言われています。
日本各地に在来種があります。
春の七草の「すずな」です。

は
主
に
生
協
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
し
て
お

オクラ
アフリカ原産と言われていま
す。江戸時代に日本に入って
きた頃は、食用ではなく、花
を観賞していたそうです。

ダイコン
地中海沿岸が原産と言われて
います。日本各地に在来種があ
ります。春の七草の「すずしろ」
です。

菜心
原産はヨーロッパですが、中
国野菜のひとつです。くせが
なく、様々な料理に向いてい
ます。

レタス
地中海沿岸、西アジア原産。
葉レタスが最初に伝わり、そ
の後結球レタスが欧米から伝
わりました。

スイートコーン
とうもろこしは中南米原産と
言われています。スイートコー
ンはアメリカから伝わりまし
た。

トマト
南米原産で、江戸時代に日本
に伝わった頃は「唐なすび」「唐
ガキ」と呼ばれ、鑑賞用だっ
たそうです。

Pure River Herb
株式会社　キヨカワ〈福井市〉

無農薬の水耕栽培ハーブ

小山　直紀 さん〈小浜市〉
地域おこし協力隊

　
株
式
会
社
キ
ヨ
カ
ワ
で
は
、
無
農
薬
の
水
耕
栽

培
で
バ
ジ
ル
や
デ
ィ
ル
な
ど
の
ハ
ー
ブ
を
生
産
し

て
い
ま
す
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
ブ
は
１
日
に
１
、０
０
０
株

生
産
さ
れ
、レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
へ
の
直
売
の
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
の
直
売
所
「
喜
ね
舎
愛
菜
館
」
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
瓶
入
り
の
ド
ラ
イ
ハ
ー
ブ
や
「
バ
ジ
ル
生
サ
ブ

レ
」
な
ど
の
加
工
品
も
あ
り
、
ハ
ー
ブ
の
色
や
香

り
を
生
か
す
た
め
に
、
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
製
法
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
常
務
取
締
役
の
清
川
忠
幸
さ
ん
は
「
バ
ジ
ル
は

ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
と
て
も
合
う
の
で
、

抹
茶
の
よ
う
に
お
菓
子
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
社
の
ド
ラ
イ
ハ
ー
ブ
は
塩
素
消
毒
や
熱
乾

燥
を
し
て
い
な
い
の
で
、
色
や
香
り
が
良
い
こ
と

が
特
徴
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
緑
と
さ
わ
や
か
な
香
り
に
包
ま
れ
た
植
物
工
場

で
は
簡
単
な
作
業
が
あ
り
、
高
齢
者
と
障
が
い
を

持
つ
人
を
積
極
的
に
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
飲
食
店
を
営
ん
で
い
る
う
ち
に
、
カ
ラ
フ
ル

な
野
菜
の
栽
培
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
」
と
話
す

東
京
都
出
身
の
小
山
直
紀
さ
ん
。

　
小
山
さ
ん
は
都
内
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
新
・

農
業
人
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
、
福
井
県
が
募
集
し

て
い
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
中
で
野
菜
栽
培
が

で
き
る
こ
と
を
知
り
、
２
０
１
９
年
に
小
浜
市
に

移
住
し
て
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
と
露

地
計
17
㌃
で
コ
リ
ン
キ
ー
な
ど
の
カ
ボ
チ
ャ
や
ニ

ン
ジ
ン
を
メ
イ
ン
に
西
洋
野
菜
約
50
品
目
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
野
菜
は
主
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、
市

内
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ｅ
to
Ｋ
Ｉ
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
小
山
さ
ん
は
納
豆
菌
と
酵
母
菌
を
散
布
し
、
マ

ル
チ
で
圃
場
を
覆
い
、
微
生
物
を
活
性
化
さ
せ
る

太
陽
熱
養
生
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
土
が
フ
カ
フ
カ
に
な
る
こ
と
で
、
根
張
り
が

良
く
な
り
、
お
い
し
い
野
菜
が
で
き
ま
す
。
色
と

り
ど
り
の
野
菜
を
市
内
全
て
の
飲
食
店
に
販
売
し

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

イタリアンパセリ
地中海沿岸原産。葉が縮れた
カーリーパセリに比べて苦み
が少なく香りが柔らかです。

フェンネル
地中海沿岸が原産。魚のハー
ブと言われており、ディルと
とてもよく似ています。種は
スパイスになります。

チャービル
ロシア南部、西アジア原産。
ケーキの飾りつけによく使わ
れます。

ニンジン
ニンジンの原産地は中東のア
フガニスタン周辺と言われて
います。そこから、東西2つの
ルートに分かれて二系統のニ
ンジンが日本に伝わりました。

ディル
南ヨーロッパ、西アジア原産。
魚のハーブと呼ばれるほど、
魚介類と相性が良いです。

ズッキーニ
北米やメキシコが原産と言わ
れています。キュウリに似て
いますが、ペポカボチャの仲
間です。

バジル
熱帯アジア原産。ハーブの王
様とも呼ばれています。トマ
トとの相性が良いです。

カボチャ
西洋カボチャは南米の原産。
カボチャは西洋カボチャと日
本カボチャ、ペポカボチャの
３種類に分類されます。

スティックカリフラワーを見せる小林さん

トマトの株と鳴海さん。樹上完熟させて出荷する

ハーブの栽培棚

野菜苗を育てる小山さん
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園芸施設共済園芸施設共済

　
近
年
は
、
想
定
外
の
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
本
県
で
も
、
平
成
30
年
に
続
き
、
今
年
１
月
の
大
雪

で
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す
る
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
経
営
の
安
定
の
た
め
に
も
、
園
芸
施
設
共
済
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。
制
度
改
正
に
よ
り
、
補
償
が
拡
充
さ
れ

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
補
償
内
容
を
選
ん
で
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
設
本
体
及
び

被
覆
材
の
標
準
単
価
の
引
き
上
げ

　
４
月
か
ら
、
ハ
ウ
ス
本
体
や
被
覆
材
の
標
準
単
価
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
共
済
金
の
算
定
の
基
と
な
る
補
償
額

が
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、一
般
的
な
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
（
10
ａ
の
場
合
）

は
、
最
高
補
償
金
額
は
約
２
３
６
万
円
か
ら
４
２
６
万

円
に
約
２
０
０
万
円
上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
し
て

安
心
し
ま
せ
ん
か

〈改正後〉〈従 来〉 〈改正後〉〈従 来〉

農ビ 0.1 ㎜の場合 パイプ太さ 19.1 ㎜の場合

被覆材の標準単価引上げ 施設本体の標準単価引上げ

266円
309円

1,800円

3,650円
1.2倍 2倍

（m2）（m2）
※ ハウス設置時の請求書等により、　実際に要した費用で加入
することもできます。

万
が
一
の
災
害
時
に

手
厚
い
補
償
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
ん
だ
ね
！

ご希望プランを選べます
（例）パイプハウス（新築時 200 万円、4年経過）の場合

①
標
準
コ
ー
ス

時価 160 万円（経年減価 80％）の８割を補償します。

②
手
厚
い
補
償
が
ほ
し
い
方
に
オ
ス
ス
メ

特約を選択して加入すると、年数にかかわらず新築時
の資産価値まで補償します。

③
掛
金
を
安
く
し
た
い
方
に
オ
ス
ス
メ

小さな被害を補償範囲外とすることで、掛金が大幅に
割引になります。

補償額 掛　金

128 万円 19,500 円

補償額 掛　金

200 万円 35,200 円

補償額 掛　金 割引率 支払開始する
損害額

128 万円

19,500 円 － 3万円（標準）

14,900 円 ▲ 24％ 10 万円

12,500 円 ▲ 36％ 20 万円

7,100 円 ▲ 64％ 50 万円

4,100 円 ▲ 79％ 100 万円

掛金が安い方がいい！

特約②
100

80

40

（経過年数）

（％）＜パイプハウスの場合＞

010 耐用年数10年間

標準コースの補償額

特約①

補償を2割UP

経年減価をプラス

補償を手厚くしてほしいな
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収入保険 園芸施設共済

　
収
入
保
険
の
令
和
２
年
度
に
お
け
る
加
入
者
数
は

１
，１
５
３
戸
で
し
た
。

　
農
業
に
は
、
台
風
や
長
雨
な
ど
の
気
象
災
害
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
需
要
の
減
少
な
ど
、
個
人
の
努

力
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
の
備
え
と
し
て
、
青
色
申
告
さ

れ
て
い
る
農
業
者
の
方
に
は
、
収
入
保
険
へ
の
加
入

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
加
入
者※

４
７
８
戸
に
対
す
る
支
払
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
支
払
対
象
者
１
４
４
戸
は
加
入
者
の
約
３
人
に
１

人
に
相
当
し
、
１
戸
当
た
り
の
支
払
額
は
約
１
９
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
原
因
別
で
は
、
気
象
災
害
に
よ
る
収
入
減
少
が
全
体

の
70
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
こ
れ
ま
で
農
業
共
済
（
水
稲
共
済
な
ど
）
で
は

支
払
対
象
と
な
ら
な
い
病
気
や
ケ
ガ
（
収
穫
作
業
が
で

き
な
か
っ
た
。
ま
た
は
遅
延
し
た
な
ど
）
に
よ
る
支
払
い
が

全
体
の
９
％
を
占
め
て
お
り
、
収
入
保
険
は
リ
ス
ク
へ

の
備
え
が
ワ
イ
ド
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

※ 令和元年 12 月末から令和 2年 11 月末までに保険期間が満了したもの

令
和
元
年
の

支
払
結
果
が
ま
と
ま
る

ご加入、ありがとうございます

収入保険は引受拡大中です。
収入保険加入者数が１,１５３戸となりました。（令和３年３月末日現在）

令和４年収入保険の加入手続きが始まっています
（令和４年１月開始のお申込みは12月末までです）

収
入
保
険
！

リ
ス
ク
に
備
え

収入保険の３大メリット
保険期間の農作物の販売収入
全てを補償します1.
ほぼ全ての要因による収入減少を
補償します2.
国の補助があります
（保険料の50％、積立金の75％）3.

加入をご検討されている方は、お気軽に、ご相談ください。

お
知
ら
せ

病虫害
7 戸（4.9％）
2千万円

鳥獣害
10 戸（6.9％）
1千万円

病気・ケガ他
13 戸（9.0％）
3千万円

価格の低下
10 戸（6.9％）
1千万円

10 戸（6.9％）

13 戸（9.0％）
万円

気象災害
104 戸（72.2％）

2億円

令和元年原因別支払結果
支払戸数 144 戸　274,808,339 円

記
録
的
大
雪

園
芸
施
設
被
害
が
発
生

　
今
年
１
月
７
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
嶺
北

地
方
に
お
い
て
強
風
を
伴
う
大
雪
に
よ
り
、

園
芸
施
設
の
倒
壊
や
被
覆
材
の
破
損
等
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

【
気
象
デ
ー
タ
】

最
深
積
雪

　
福
井
１
０
７
㎝

　
大
野
１
６
６
㎝

最
大
瞬
間
風
速

　
福
井
24
・
６
m/s

　
三
国
31
・
６
m/s

未
被
覆
の
ハ
ウ
ス
も
被
害

　
被
覆
を
外
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
倒

壊
し
た
ハ
ウ
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

共
済
金
の
支
払
状
況
に
つ
い
て

　

こ
の
大
雪
に
伴
う
支
払
共
済
金
は
、

３
２
６
棟
６
５
、９
９
２
千
円
の
支
払
い
と

な
り
、
平
成
30
年
の
大
雪
に
次
ぐ
大
き
な
災

害
と
な
り
ま
し
た
。

　
復
旧
・
撤
去
費
用
の
共
済
金
は
復
旧
・
撤

去
後
に
追
加
で
お
支
払
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

あわら市
13棟
2,399千円

坂井市
70棟
17,887千円

福井市
92棟
14,979千円

永平寺町
3棟
394千円

勝山市
55棟
11,920千円

大野市
62棟
11,463千円

越前町
13棟
4,112千円

鯖江市
7棟
1,945千円

越前市
9棟
523千円

南越前町
2棟
372千円

【県 計】
  326棟
  65,992千円

被害棟数と支払共済金

万
が
一
の
備
え
と
し
て

　
水
稲
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
10
㌶
を
中
心
に
、
い

ち
ほ
ま
れ
、
多
収
性
品
種
な
ど
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
転
作
で
は
、
大
麦
と
ソ
バ
、
奥
越

地
区
特
産
の
サ
ト
イ
モ
な
ど
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
奥
越
地
区
は
雪
深
い
地
域
な
の
で
、
地
区

全
体
で
雪
に
対
し
て
強
固
な
備
え
を
し
て
い

ま
す
。
積
雪
時
は
ハ
ウ
ス
を
倒
壊
さ
せ
な
い

よ
う
井
戸
水
を
流
し
続
け
て
対
策
を
行
い
ま

す
。
園
芸
施
設
共
済
に
は
、
農
機
具
共
済
な

ど
と
同
様
に
万
が
一
の
備
え
と
し
て
加
入
し

ま
し
た
。

　
過
去
の
豪
雪
で
は
鉄
骨
ハ
ウ
ス
・
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
共
に
無
事
で
し
た
が
、
今
年
1
月
の

豪
雪
で
は
、
短
期
間
で
多
く
積
も
り
、
未
被

覆
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
が
全
損
と
な
り
ま
し

た
。
被
覆
の
な
い
ハ
ウ
ス
が
事
故
に
あ
う
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
掛
金
も
わ
ず
か
で
、
未
被
覆
期
間
も
補
償

さ
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

農
事
組
合
法
人

新
河
原
生
産
組
合

代
表
理
事 

松
田 

昭
夫
さ
ん

加
入
者
の
声

災
害
に
備
え

園
芸
施
設
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

　
国
の
大
雪
被
害
の
復
旧
支
援
に
お
い
て
、
共

済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
補
助
率
が
優
遇
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
支
援
を
受
け
る
に
は
、
園
芸

施
設
共
済
へ
の
加
入
が
要
件
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
加
入
の
お
問
合
せ
が
集
中
し
て
い

ま
す
の
で
、
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
お
早
目

に
組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水稲苗の生育状況を確認する松田さん（中）
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水稲共済水稲共済

リーダー　　
高岡 正和
サブリーダー　
梅田 知宏
主査
筑摩　 淳
主査
松村 康佑
主事
西村 優花

岩居 俊伸
参　事

部長 　　
北島 幸夫

監査部
部長 　　
髙村 博士

総務部

リーダー　
山本 珠世
サブリーダー
河端 友彦
サブリーダー
鈴木 美香
主査
廣木 顕子
主事
千秋こころ
主事
田中 夕貴
（兼）
三田村智陽
全国連出向
部付　主査 
雨塚 喜之

総務Ｇ
リーダー（兼）
山本 珠世
サブリーダー
田中 克典
主事
土田 美香

企画Ｇ
リーダー　
長谷川公紀
サブリーダー
堀　 智行
サブリーダー
澤井 昭典
主事
田辺明日美

作物保険Ｇ
リーダー
石塚 博岳
サブリーダー
福嶋 徳彦
サブリーダー
堀田 泰央
主事
橋本 孝治

資産保険Ｇ
リーダー　
川治　 功
サブリーダー
友田 政直 
主事
竹下 真弘
(兼)
中川 晶充
(兼)
伊藤 佑一
(兼)
塚本 圭祐
(兼)
嶋崎　 奨

収入保険Ｇ

室長(兼)　
髙村 博士

業務支援室
審査監　
野路 六男

農機具査定室
相談員　
吉田 和文

奥越連絡所
相談員　
大久保雅市

坂井連絡所

リーダー　
山﨑 健治
専門員　
河上 佳人
(兼)
吉田 和文
(兼)
大久保雅市

室員
嵯峨 弘司
室員
三田村智陽

部長
杉本 謙治

保険部
部長 　　
石川 宏二

総合対策部

主査
大森 慎一

主事
端 　泰男

所長
仲村 和典

家畜診療所

リーダー　　
坊　 芳明 
サブリーダー
黒田 和孝
主査
小林 清英
主事
伊藤 佑一
主事
岡田 亮太

丹南Ｇ

部長 　　
吉田 秀幸

第２事業部

リーダー　　
戸田 晃嘉
サブリーダー
山田 晃司
主査
山本 啓司
主査
土田 佳紀
主事
嶋崎 　奨

リーダー
水野 貴代
サブリーダー
加藤 智也
サブリーダー
木下 寛昭
主査
岸本 美幸
主事
髙嶋 拓偉

部長 　　
宮川 孝幸

第３事業部

リーダー　
大久保信秀
サブリーダー
長谷川 諭
サブリーダー
笠原 建二
主事
東　 裕晃

リーダー　
中村 好克
サブリーダー
富田 敏夫
サブリーダー
加茂　 久
サブリーダー
中川 晶充

支所長 　
坂本　進

若狭支所

リーダー　　
竹内 香里
サブリーダー
松北 光晃
サブリーダー
川端 謙介
主査
宮川 泰広
主事
田﨑 康洋
主事
坂田 貴志

リーダー　
山野真紀子
サブリーダー
銅　 浩靖
サブリーダー
松下 勝久
主査
中嶋 満徳
主事
塚本 圭祐
主事
森山 竜次

福井・奥越Ｇ

第１事業部
部長 　　
木下 俊毅

室長(兼)　
石川 宏二

推進対策室

福井市・大野市
勝山市・永平寺町 

鯖江市・越前市
池田町・南越前町
越前町

坂井市・あわら市

敦賀市・小浜市
美浜町・高浜町    
おおい町・若狭町

６月１日付けで、人事異動を行いました。これからも収入保険、農業共済の普及定着に努めてまいりますので、
ご理解とご協力をお願いします。職員の配置は次のとおりです。

坂井･あわらＧ 若狭Ｇ

職員配置図（令和３年６月１日現在）

も
う
決
め
ま
し
た
か
？  

水
稲
共
済

　
一
筆
方
式
（
ほ
場
一
筆
ご
と
に
補
償
す
る
制
度
）
は
令
和
３
年
産
を
も
っ
て
廃
止

と
な
り
ま
す
。
令
和
４
年
産
か
ら
は
一
筆
方
式
以
外
の
加
入
方
式
、
ま
た
は
収
入
保

険
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
本
年
産
の
引
受
け
で
は
、
約
３
割
の
方
が
ほ
か
の
方
式
へ
移
行
し
ま
し
た
。
現
在
、

一
筆
方
式
で
加
入
し
て
い
る
方
は
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
と
Ｑ
＆
Ａ
を
参
考
に
、
ほ
か
の

方
式
ま
た
は
、
収
入
保
険
へ
移
行
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
わ
か
り
に
く
い
点
が
あ
れ
ば
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
４
年
産
か
ら
ど
の
方
式
で
加
入
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ 

出
荷
デ
ー
タ
で
引
受
・
評
価
を
行
う
全
相
殺
方
式
へ
の
移
行
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
ほ
か
の
方
式
や
収
入
保
険
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
を
参
考
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

Ｑ
掛
金
の
負
担
を
少
な
く
し
た
い
な
ぁ
・
・
・

Ａ 

補
償
割
合
を
低
く
し
て
加
入
す
る
こ
と
で
掛
金
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

 

ま
た
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
は
掛
金
負
担
を
少
な
く
し
た
い
農
業
者

の
方
に
お
す
す
め
で
す
。

　

 

た
だ
し
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
は
統
計
単
収
に
基
づ
き
支
払
共
済
金
を

算
定
す
る
た
め
、農
業
者
個
々
の
被
害
状
況
に
応
じ
た
補
償
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

第
３
者
に
乾
燥
か
ら
籾
摺
り
ま
で
を
委
託
し
、
過
去
５
年
間
に
お
け
る
計
量
結
果

が
確
認
で
き
る
。
ま
た
は
税
申
告
の
書
類
等
に
よ
り
収
穫
量
が
確
認
で
き
る
。

販
売
し
た
米
の
品
種
別
格
付
検
査
の
結
果

と
収
穫
量
が
わ
か
り
、
品
質
低
下
も
補
償

の
範
囲
に
し
た
い

収入保険
基準収入の９割補償

品質方式
補償割合︓9割
掛金︓432円/10a

全相殺方式
補償割合︓9割
掛金︓408円/10a

半相殺方式
補償割合︓8割
掛金︓198円/10a

地域インデックス方式
補償割合︓9割
掛金︓80円/10a

青
色
申
告
を
し
て
い
る

おすすめ
します

自家乾燥・
倉前出荷の方

はい

いいえ

おすすめ

※掛金は賦課金含む

Ｑ
圃
場
ご
と
の
補
償
も
ほ
し
い
な
ぁ

Ａ 

「
一
筆
半
損
特
約
」
を
付
帯
す
る
こ
と
で
、
圃
場
ご
と
に
半
損
以
上
の
被

害
が
発
生
し
た
場
合
に
共
済
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

品質方式
補償割合︓7割
掛金︓143円/10a

全相殺方式
補償割合︓7割
掛金︓124円/10a

半相殺方式
補償割合︓7割
掛金︓126円/10a

地域インデックス方式
補償割合︓7割
掛金︓77円/10a

※掛金は賦課金含む

全
相
殺
方
式
加
入
要
件
の
見
直
し

　
令
和
４
年
産
か
ら
は
、
白
色
申
告
の
書
類※

に
よ
り
収
穫
量
が
確
認
で
き
る
方
も
全

相
殺
方
式
の
加
入
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
法
人
は
除
く
。）

※
必
要
書
類　
・
収
支
内
訳
書

　
　
　
　
　
　
・
農
産
物
の
収
穫
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿　

　
　
　
　
　
　
・
販
売
金
額
等
の
品
目
別
内
訳
書

損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

　
損
害
評
価
は
被
害
申
告
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た

ら
、
速
や
か
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

おすすめ
します
おすすめ

1617



農業見聞 Agr i c u l t u r a l  Ob s e r v a t i o n
農業見聞 Agr i c u l t u r a l  Ob s e r v a t i o n

“売り先が確保されていて
 　収入保険があり
 　　野菜の生産に集中できる”

荒
地
の
開
墾
か
ら
農
業
ス
タ
ー
ト

　
「
縁
が
あ
り
、
農
業
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」
と
話
す
黒
田
創
一
朗
さ
ん
。
以
前
は
、
県

外
で
飲
食
店
の
店
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
福
井

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
父
と
建
設
業
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
友
人
か
ら
「
越
前
レ
タ
ス
を
栽
培
し
て
み

な
い
か
？
」
と
い
う
声
が
か
か
り
、
農
業
を
始
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
農
産
物
の
売
り
先
が

決
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
、
収
益
性
が
高
い
こ
と
が

就
農
の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

農
地
は
60
㌃
の
荒
れ
た
栗
林
を
重
機
で
開
墾
し
て

栽
培
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
作
付
け
し
た
春
作
の
レ
タ
ス
は
失
敗
し

た
そ
う
で
す
が
、
秋
作
の
レ
タ
ス
で
リ
ベ
ン
ジ
を

図
り
、
収
益
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
レ
タ
ス
の
ほ
か
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
オ
ク
ラ

な
ど
を
生
産
し
て
お
り
、
主
に
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。「
野
菜
は
Ｊ
Ａ
の
直
売
所『
丹
生
膳
野
菜
』

に
も
並
び
ま
す
。
売
り
先
の
心
配
を
せ
ず
に
、
生

産
に
集
中
で
き
る
環
境
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
」

と
黒
田
さ
ん
。

　
直
売
所
の
「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
お
も
い
で
な

ｆ
ａ
ｒ
ｍ
」
で
も
販
売
し
て
お
り
、
今
後
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
通
信
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
今
年
か
ら
従
業
員
を
雇
用
し
た
の
で
、
直
売
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
も
強
化
し
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

里
山
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
楽
し
む

　
黒
田
さ
ん
は
秋
に
な
る
と
、
塩
で
合
わ
せ
る
、

合
わ
せ
柿
を
作
っ
た
り
、
し
い
た
け
の
原
木
を
探

し
た
り
と
地
域
性
を
生
か
し
た
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
狩
猟
免
許
を
持
っ
て
お
り
、
ジ
ビ
エ
を
調
理

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
12
月
に
白
菜
を
収
穫
し

た
後
は
、
し
ば
ら
く
農
閑
期
と
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
と
過
ご
す
時
間
を
大
切

に
し
て
お
り
、
収
穫
期
に
は
、
収
穫
体
験
の
受
け

入
れ
も
し
て
い
ま
す
。

　
「
５
年
後
を
目
途
に
里
山
を
楽
し
む
ス
ペ
ー
ス

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
す
黒
田
さ
ん
。
Ｂ

Ｂ
Ｑ
や
野
菜
の
収
穫
体
験
、
し
い
た
け
の
菌
打
ち

体
験
な
ど
作
業
場
を
拠
点
と
し
て
体
験
ス
ペ
ー
ス

を
作
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。

1986 年生まれ。露地163 ㌃でレタス、スイートコーン、
アスパラガス、白菜、オクラ、菊を生産する収入保険加入者。
2017年に就農。青色申告が収入保険の加入要件と知り、
2018年から会計ソフトを使い青色申告を始めた。
同年にわな猟の免許を取得。里山のある暮らしを楽しんでいる。
Facebook Instagramで旬の情報を発信している。
「クロダ農園」で検索を。

クロダ農園
黒田　創一朗 さん
 （越前町）

1

2 3

1 スイートコーンの苗を世話する黒田さん
2  採れたてのスイートコーン（黒田さん提供）
3  スイートコーンの生産者らと黒田さん㊨（黒田さん提供）

表
紙
紹
介

編
集
後
記

　

6
月
か
ら
新
た
な
体
制
で
、農
業
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
全
て
の
農
業
者
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

収
入
保
険
は
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
加
入

が
増
え
て
お
り
、
収
入
保
険
の
必
要
性
が
農
業
者

の
皆
さ
ま
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

暑
い
夏
が
始
ま
り
ま
す
が
、
体
調
に
気
を
付
け

て
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

（
廣
木
）

今
後
の
予
定

６ 

月
• 

う
め
損
害
評
価

• 

広
報
紙
「
ほ
な
み
」
発
行

• 

な
し
・
か
き
掛
金
納
入
期
限
（
30
日
）

７ 

月
• 

秋
そ
ば
加
入
申
請
期
限
（
15
日
）

• 

う
め
掛
金
納
入
期
限
（
20
日
）

• 

大
豆
掛
金
納
入
期
限
（
単
作
15
日
）

８ 

月
• 

水
稲
掛
金
納
入
期
限
（
2
日
）

• 

大
豆
掛
金
納
入
期
限
（
麦
跡
2
日
）

• 

水
稲
損
害
評
価
（
10
月
ま
で
）

• 

ぶ
ど
う
・
な
し
損
害
評
価

９ 

月
• 

広
報
紙
「
ほ
な
み
」
発
行

• 

麦
加
入
申
込
期
限
（
17
日
）

• 

秋
そ
ば
掛
金
納
入
期
限
（
30
日
）

※
収
入
保
険
の
加
入
申
請
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
空
と
山
が
広
が
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
好
き
で
す
」
と
話
す
黒
田
さ
ん
。

荒
れ
た
栗
林
を
開
墾
し
、砂
を
入
れ
て「
越
前
レ
タ
ス
」を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
レ
タ
ス
の
収
穫
体
験
で
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
作
っ
た
土
管
の
窯
で
パ
ン
を
焼
き
、

採
れ
た
て
の
レ
タ
ス
を
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
し
て
味
わ
う
と
い
う
体
験
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

黒
田　

創
一
朗 

さ
ん
〈
越
前
町
〉

８ページ
野菜の原産地クイズの答え

日　本 みつば

インド
キュウリ

ナス

中　東
ニンジン

ホウレンソウ

ヨーロッパ キャベツ

アフリカ オクラ

南　米
じゃがいも

トマト

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
農
業
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
等
に
役
立
て

る
た
め
、
令
和
３
年
度
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数

　
60
名　

●
内　
容

　

 

農
業
保
険
全
般
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
年
３
回
実
施

●
任　
期

　
令
和
３
年
８
月
か
ら
令
和
４
年
３
月

●
応
募
方
法

　

 

ハ
ガ
キ
又
は
次
頁
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
「
ご
意

見
・
お
問
い
合
わ
せ
」
フ
ォ
ー
ム
に
て

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
を
明
記

の
う
え
ご
応
募
下
さ
い
。
応
募
多
数
の

場
合
は
地
域
や
年
齢
を
考
慮
し
選
考
し

ま
す
。
結
果
は
応
募
者
へ
ご
連
絡
し
ま
す
。

●
応
募
締
切

　
令
和
３
年
７
月
20
日（
火
）ま
で

　
総
務
省
の
令
和
３
年
度
「
電
波
の
日
・
情

報
通
信
月
間
」
に
あ
た
り
、
当
組
合
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
基
地
局
の
設
置
や
ス
マ
ー
ト
農
機
の
導
入

促
進
、
先
進
的
な
情
報
通
信
の
利
活
用
推
進

に
貢
献
し
た
と
し
て
、
北
陸
総
合
通
信
局
長

表
彰【
情
報
通
信
月
間
功
労
】を
受
け
ま
し
た
。

表

　彰
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出
口
　
俊
一
さ
ん
　
博
美
さ
ん
〈
越
前
町
〉

　
「
ま
い
た
種
か
ら
芽
が
出
る
眺
め
が
た
ま
ら
な
い
」

と
話
す
の
は
、
勤
め
仕
事
の
か
た
わ
ら
７
㌃
の
畑
で
20

種
類
以
上
の
野
菜
を
作
っ
て
い
る
出
口
俊
一
さ
ん
、
博

美
さ
ん
夫
妻
。
出
勤
前
の
ひ
と
仕
事
と
天
気
の
良
い
休

日
の
楽
し
み
が
家
庭
菜
園
で
す
。

　
６
年
前
、
博
美
さ
ん
の
実
家
か
ら
作
業
の
手
伝
い
を
頼

ま
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
野
菜
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
も
と
も
と
凝
り
性
な
性
格
。
作
る
か
ら
に
は
う
ま

い
野
菜
を
育
て
た
い
」
と
畑
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
て
い
ま
す
。

　
「
つ
ら
い
除
草
作
業
も
集
中
す
る
と
嫌
な
こ
と
を
忘

れ
る
」
と
出
口
さ
ん
。

　
収
穫
し
た
野
菜
は
き
れ
い
に
並
べ
て
写
真
を
撮
っ
て

か
ら
、
近
所
や
職
場
の
仲
間
に
配
る
の
が
習
慣
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
作
る
楽
し
み
、
食
べ
る
楽
し
み
、
そ
し
て
見
て
も
楽

し
め
る
出
口
流
の
野
菜
作
り
を
通
じ
て
地
域
で
の
交
流

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

（
写
真
提
供　
出
口
さ
ん
）

〈広告〉

交通安全 今年に入って県内で発生した交通死亡事故の死者７名のうち５名が65歳以上です。
（令和 3年 6月 3日現在）高齢の方は特に注意しましょう。

横断前、左に車が見えたら渡らない
横断中も安全確認
横断後半、近づく車を見たらストップ

道路を横断する時は、横断前の左右の安全確認はもちろん、
渡りきるまで安全確認を！

福井県警察本部交通部  交通事故抑止支援室

横断後半も気を付けて

種類ごとに選別されたトマトとジャガイモ農作業をする博美さんと俊一さん

収穫されたばかりの野菜
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